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いざく
「
令
和
」
と
と
も
に
、
飛
躍
・
発
展
す
る
伊
作
小
！

島
津
忠
良
と
日
新
公
い
ろ
は
歌

校
長

西

浩
一

昨
年
度
も
掲
載
し
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
す
が
・
・

日
新
公
（
島
津
忠
良
）
は
、
一
四
九
二
年
に
伊
作
亀
丸

じ
っ
し
ん
こ
う

た
だ
よ
し

「
令
和
」
に
な
っ
て
初
め
て
の
正
月
。
元
旦
は
快
晴
で
、

城
に
生
ま
れ
、
菊
三
郎
と
名
付
け
ら
れ
、
元
服
し
て
忠
良

げ
ん
ぷ
く

清
々
し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
の
冬
休
み

と
名
乗
り
、
伊
作
島
津
家
十
代
当
主
と
な
り
ま
し
た
。
そ

も
一
件
の
事
故
・
事
件
な
く
、
全
員
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と

の
後
、
養
父
の
土
地
を
相
続
し
、
田
布
施
や
加
世
田
に
移

た

ぶ

せ

を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
宿
題
や
ゲ
ー
ム
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

り
住
み
ま
し
た
。
日
新
公
は
島
津
本
家
が
弱
体
化
し
、
島

使
用
の
約
束
も
、
全
体
的
に
は
よ
く
守
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

津
の
分
家
や
各
地
の
有
力
な
勢
力
が
争
っ
て
い
た
時
代

に
、

嫡

男(

長
男)

貴
久
と
と
も
に
島
津
家
を
統
一
し
た
こ

ち
ゃ
く
な
ん

た
か
ひ
さ

さ
て
、
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
出
席
日
数
が
五
十

と
か
ら
「
島
津
家
中

興
の
祖
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ち
ゅ
う
こ
う

そ

三
、
四
日
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
年
間
の
学
習
等
の
ま
と
め

貴
久
は
島
津
本
家
に
養
子
に
入
り
、
十
五
代
当
主
に
な
り

を
す
る
と
と
も
に
、
来
年
度
の
準
備
を
す
る
学
期
で
す
。
つ

ま
し
た
。
ま
た
貴
久
の
子
、
義
久
、
義
弘
、
歳
久
、
家
久

ま
り
三
学
期
は
「
次
の
学
年
の
０
学
期
」
と
い
え
ま
す
。
特

は
島
津
四
兄
弟
と
し
て
勇
名
を
は
せ
、
念
願
の
三

州
（
薩

さ
ん
し
ゅ
う

に
六
年
生
に
と
っ
て
は
中
学
校
進
学
に
備
え
る
大
事
な
学
期

摩
、
大
隅
、
日
向
）
統
一
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
三
学
期
始
業
式
で
は
、
子
供
た
ち

日
新
公
は
海
外
の
文
化
や
技
術
を
進
ん
で
取
り
入
れ
、
禅

に
一
つ
だ
け
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

や
儒
学
を
学
び
ま
し
た
。
日
新
公
が
五
十
四
歳
ま
で
に
完

自
分
の
目
標
を
持
っ
て
、
実
行
す
る
！

(

思
う
だ
け
で
は
だ
め)

成
さ
せ
た
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
は
、
薩
摩
論
語
と
も
言

さ

つ

ま

ろ

ん

ご

一
月
も
下
旬
と
な
り
ま
し
た
が
、
校
内
や
吹
上
地
域
の
「
日

わ
れ
、
人
間
と
し
て
社
会
に
生
き
る
道
を
説
い
た
も
の
で

新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会
、
授
業
の
様
子
等
か
ら

す
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
薩
摩
藩
士
の
子
弟
教
育｢

郷
中

し

て
い

ご
じ
ゅ
う

子
供
た
ち
は
こ
の
こ
と
に
対
し
て
よ
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

教
育｣

の
聖
典
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
新
公
の
教
え
が

せ
い
て
ん

特
に
五
年
生
は
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
、
全
学
年
Ｃ
Ｒ
Ｔ

江
戸
時
代
の
薩
摩
藩
政
の
土
台
と
な
り
、
明
治
維
新
の
原

（
標
準
学
力
検
査
）
が
あ
る
の
で
、
職
員
も
個
に
応
じ
た
指

動
力
と
な
っ
た
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通
な
ど
多
く
の
優

導
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
雪
に
耐
え
て
梅
花

れ
た
薩
摩
の
若
者
を
育
ん
だ
の
で
す
。
（
南
さ
つ
ま
市
教

麗
し
」
（
西
郷
隆
盛
作
の
漢
詩
の
一
節
）
苦
し
さ
に
負
け
ず

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
作
成
文
書
を
参
考
に
し
て
記
述
）

乗
り
越
え
れ
ば
、
や
が
て
は
見
事
な
花
が
咲
く
。
困
難
に
耐

本
校
に
お
い
て
は
日
新
公
生
誕
の
地
に
あ
る
学
校
と
し

え
、
努
力
・
継
続
し
、
様
々
な
こ
と
で
「
や
れ
ば
で
き
る
」

て
、
そ
の
遺
徳
を
偲
び
、
今
の
時
代
に
通
じ
る
教
育
的
教

い

と

く

し
の

喜
び
を
子
ど
も
た
ち
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

え
を
広
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
校
内
で
「
日
新
公
い

ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
日

ま
た
、
今
年
の
干
支
は
「
庚
子
（
か
の
え
ね
）
」
で
、
新
し
く

新
公
顕
彰
会
が
主
催
す
る
吹
上
地
域
の
か
る
た
取
り
大
会

始
め
る
こ
と
が
う
ま
く
い
く
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
東

や
、
二
年
前
か
ら
南
さ
つ
ま
市
で
開
催
さ
れ
る
か
る
た
取

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
鹿
児
島
国
体
、
学
校
で
は
創
立
百
五
十

り
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
夏
休
み
に

周
年
・
統
合
三
十
五
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会(

二
月
二
十
二
日)

は
、
南
さ
つ
ま
市
教
育
委
員
会
が
仙
厳
園
で
開
催
し
た

「
ひ
お
き
学
」
実
践
発
表
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開

三
州
親
善
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会
に
出

な
ど
の
行
事
が
控
え
て
お
り
ま
す
。
子
年
は
十
二
支
の
最
初
、

場
し
、
三
州
の
部
、
チ
ー
ム
の
部
と
も
に
優
勝
し
ま
し
た
。

伊
作
の
伊
も
「
い
ろ
は
」
の
最
初
。
き
っ
と
学
校
・
家
庭
・

吹
上
地
域
「
日
新
公
」
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会

地
域
が
さ
ら
に
一
体
と
な
っ

一
月
十
八
日
に
吹
上
砂
丘
荘
で
熱
戦
が
繰
り
広

て
、
伊
作
小
学
校
が
ま
す
ま

げ
ら
れ
、
低
学
年
の
部
で
二
位
、
敢
闘
賞
、
努
力

す
飛
躍
・
発
展
す
る
年
に
な

賞
、
中
学
年
の
部
で
三
位
、
高
学
年
の
部
で
優
勝
、

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
記
念
式

二
位
、
敢
闘
賞
、
努
力
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成

典
で
は
、
参
加
・
不
参
加
に

績
を
修
め
ま
し
た
。
た
だ
、
他
校
も
「
伊
作
に
負

か
か
わ
ら
ず
み
ん
な
で
お
祝

け
じ
」
と
必
死
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
き
ラ
イ

い
い
た
し
ま
し
ょ
う
！
！

バ
ル
心
を
も
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
ほ
し
い
で
す
。

い 一生けんめい学び，考える子

ざ 最高にやさしく，思いやりのある子

く 苦しさに負けない，たくましい子

３学期スタート

１月８日（水），３学期の始業式がありました。凛とした雰囲気の中，１・３・５年の代表児童が，３学期の目標を発表
しました。子供たちの表情から，冬休みを一つの節目として，新たな年への気概を感じました。
また，９日（木）のＰＴＡ総務部会・理事会，１０日（金）の授業参観，学級ＰＴＡへのご参加ありがとうございました。

理事会等でも話しましたが，３学期は，２学期に実施した学校評価を受け，以下の点を重点的に指導していきます。
１ 確かな学力の定着

授業の終わり（１０～１５分）で，まとめや練習問題等に取り組ませます。（学習内容に応じて）
「分かる」ことと「できる」ことは違います。授業で「分かった」ことを「できる」ようにさせるために，練習問題

や家庭学習（宿題）に取り組ませます。日々の学習の確実な定着を図るために，「見届け」をお願いします。
２ 明るいあいさつ

あいさつは，コミュニケーションの基本です。教師自ら明るいあいさつを実践し，指導していきます。
３ 基本的な生活習慣の確立
○ 「早寝・早起き・朝ご飯」・・・全ての活動の土台です。
○ ８：００までの登校・・・欠席や遅刻をする際は，学校まで連絡をお願いします。
○ メディアコントロール・・・時間を決めてメディアに関わることを指導しています。

読書や宅習の時間がメディアにうばわれていないか，気を付けてください。
子供たちの『生きる力』を育むために，学校と家庭が連携し，協力しながら取り組んでいきましょう。



＜主な行事予定＞

２月
１日（土）日置市おやじサミット
２日（日）「日新公いろは歌」かるた取り大会

（南さつま市）
日置地区生涯学習推進大会

５日（水）家庭学習強調週間（～１１日）
６日（木）委員会活動

１２日（水）第３回学校保健委員会
１３日（木）クラブ活動
１４日（金）新入児一日入学・入学説明会
２０日（木）代表・保健委員会
２２日（土）創立150周年・統合35周年記念式典
２７日（木）家庭教育学級

学級ＰＴＡ（１～５年）
２８日（金）学級ＰＴＡ（６年）

３月
４日（水）ＰＴＡ三役会
６日（金）６年生を送る会，お別れ遠足

１２日（木）代表・児童保健委員会
１３日（金）卒業式予行
１７日（火）第３回学校評議員会
２４日（火）卒業式
２５日（水）修了式
２６日（木）離任式，ＰＴＡ送別会

☆ ２月は，２２日（土）に創立150周年・統合35周年記
念式典が行われます。子供たちは出席し，発表をしま
す。そのため，第二土曜日の８日は休日になります。

※ 変更になる場合がありますので，各学年の週報や各
種便り等でご確認ください。

親子ふれあい体操（家庭教育学級）

１月１０日（金），家庭教育学級の学習の一環として，「親
子ふれあい体操」を行いました。講師に桑原美砂恵先生を
お招きし，１年生とその保護者が楽しく体を動かしました。
体操をしながら，先生が姿勢の大切さを話されていまし

た。健康の保持のために，大人にとっても大切なことだと
思いました。この体操をして，体がほぐれ，軽くなったと
ように感じました。
また，体がふれあうことで親子の心のつながりも感じら

れる笑顔いっぱいの時間となりました。
今後，ご家庭でもお子さんと一緒に，体力つくりに取り

組んでくださるようお願いいたします。

校内「日新公いろは歌」かるた取り大会

１月１１日（土），校内いろは歌かるた取り大会が行われ
ました。平成１８年から始められ，本校の「特色ある教育
活動」の一つとなっています。今回は，150周年記念大会と
いうことで，各学年の一位の子供にはトロフィーを贈りま
した。子供たちには，大きな励みになったのではないでし
ょうか。みんな真剣な面持ちで，取り組んでいました。
読み札を聞き，素早くかるたを取る様子を見ながら，集

中力や記憶力を高めるためには，非常に効果的な活動だと
思います。
伊作は，島津忠良（日新公）生誕の地です。「いろは歌」

にある日新公の教えを受け継ぎながら，郷土を愛する心を
持ち続けてほしいと思うことでした。

なお，この大会は，１月１８日（土）付の南日本新聞の
第１６面に「日新公いろは歌全児童真剣勝負」という見出
しで掲載されました。
そして，かるた取り大会は，吹上砂丘荘での吹上地域の

大会，南さつま市での大会と続いていきます。これらの大
会での活躍の様子は，来月号でもお知らせします。

インフルエンザの予防・感染拡大防
止にご協力ください！
管内に「インフルエンザ流行発生警報」が発令

されています。本校でも流行しつつあります。
御家庭でも，以下の点にご注意ください。

◎ 【手洗い・うがい・早めのマスク】をお願い
します。
⑴ 手洗い(石けんを使って)，うがい，部屋の
換気をこまめに行い，十分な栄養と睡眠をと
り，規則正しい生活をさせてください。
⑵ 微熱等の症状が出た時には，病院で診察検
査を受けさせてください。
⑶ 人混みや繁華街への外出を控えましょう。
やむを得ず外出する際は，必ずマスクを着用
するようにしてください。

◎ インフルエンザに感染した場合
⑴ 発症の翌日から最低５日間は出席停止です。
登校を控えてください。
⑵ ５日間の停止期間内に，または，停止期間
終了後も熱が続く場合は，解熱後の翌日から
２日間，出席停止です。

新スクールガード

今年から，松岡信博さん（東
宮内）がスクールガードに加
わり，中原交差点（ファミリ
ーマート前）にて登校指導を
していただいております。
ここは，鹿児島方面や伊集

院方面，加世田方面に向かう
車が通るため，交通量が多い
箇所です。また，トラック等
の大型車もよく通ります。

下村さん,馬場さん,大浦坂さん,永石さん,福田さんにも，
寒い中，安全を見守っていただき，深く感謝しております。

転出入児の情報をお知らせください

転居や転勤等で伊作小学校の転出入予定児童の
情報がありましたら，正式に決定する前の情報で
も構いませんのでお知らせください。
（学校電話２９６－２０２１教頭まで）
※ 特に新５年（現４年）は，あと２名の転入で，
2学級になる可能性があります。
（法令等の学級編制基準により，現時点では，
新６年は2学級の予定ですが，他学年は１学級
の予定です。）


